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本通信は，昨年度まで，現２，３年生の保護者の皆様に発信しておりました。年度末・初めということも

あり．しばらく間が空いてしまいましたが再開いたします。 

さて，前号までは，新しい学習指導で求められる「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」につ

いてお話してしました。本号は「深い学び」を進めるための重要なキーワードである「各教科等の見方・考

え方」を働かせることについて解説します。 

 

    「見方・考え方」について 

「深い学び」では，各教科などに特有の「見方・考え方」を働かせて問題を解決することが求められてい

ます。このように書くと何か特別なことがあるのかと思われがちですが，そのようなことはありません。 

例えば数学的な「見方・考え方」は， 

「事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること。」 

と示されていますが，そもそも「数学で何を学ぶか」を端的に表すと「見方・考え方」になります。つまり

「見方・考え方」に示されているのは，元々各教科にとっては「当たり前（本質的な意義）」のことなので

す。では，なぜそれがわざわざ改めて整理されたのでしょうか。 

例えば，社会生活の中でデータを見ながら考えたり，アイデアを言葉で表現したりするときに，学校教育で

身に付けた「数学的な見方・考え方」や「国語科の言葉による見方・考え方」を活用することになります。つ

まり，「見方・考え方」は様々な場面で物事を解決する「道具」として活用され，教科の学習と社会をつなぐ

ものといえます。このことは「何のためにそれぞれの教科の学習するのか」の答えにもつながります。文部科

学省のリーフレットでは「オリパラのメダルをつくる」をテーマに，次のような例が掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，それぞれの教科の「見方・考え方」を自在に働かせられるようにすることが私たち教師に求

められているところです。 

（参考）次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ（H28.8中教審教育課程部会），文部科学省リーフレット「生きる力」 

⑤
令和３（２０２１）年度から，中学校では新しい学習指導要領による教育がはじまりました。 
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各教科の「見方・考え方」 
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